
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
長野市芋井広瀬地区は、飯縄山麓の標高 600 メートルの南斜面に位置する、たっぷり日光を浴びておいしいリンゴ

が育つ場所です。その場所でリンゴ農家を営む「和田農園」と、同じ地区で食農体験の場を作る「天空の里 いもい

農場」がコラボし、リンゴの成長過程や、リンゴ農家の苦労を知る場として、リンゴの木の下で交流会を開催しま

す。参加者は、自分のリンゴの木を持つことができます。ぜひ、リンゴの成長過程を間近で見てみませんか？10 月

には、収穫＆交流会を行い、自分のリンゴの木のリンゴはすべてお持ち帰りいただけます。 

◆主催 天空の里 いもい農場 ◆後援 芋井地区住民自治協議会 

◆日時 ５月１０日（日）10：00～12：00 オリエンテーション・花見＆花摘み体験 

2020 年度全日程：6 月 20 日（土）ＰＭ 摘果体験、10 月 24 日（土）ＡＭ 収穫・オーナー交流会 

◆会場 芋井社会会館 長野市広瀬 2261  ◆募集するリンゴの木の本数 ２５本 

◆参加費 ６，０００円 リンゴの木 1 本分。30～40 個程度の持ち帰りができます。1 申込に対し、2 本まで。 

◆申込方法 フォーム 4/12（日）10：00 から先着受付。本数に達し次第受付終了。 

QR コードが読み取れない方は、以下のメールアドレスまでメールをするか、運営事務局までお問い合せください。 

メールアドレス「ｉｍｏｉ．ｈｉｒｏｓｅ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ」 

【プライバシーポリシー】 お預かりした個人情報は、企画運営の目的のみで使用します。 

 

【問い合わせ】  

天空の里 いもい農場運営事務局 

TEL090-9358-3286（ニシザワ） 

※電話に出られない時もあります。メールでは、随時お受けいたします。 

生産者・圃場紹介 

生産者 和田農園（代表：和田蔵次） 

和田農園は、芋井地区で珍しい、高密植わい化栽培を実践しています。

通常栽培よりも、美味しいりんごがたくさん生産できる新しい栽培方

法と言われています。通常栽培では、枝の陰に実るリンゴは色づきが

悪く、商品価値が下がるものも出てしまいますが、この栽培法だと、

１本１本の木への日当たりがよくなり、規格外品が少なくなり、糖度

が増して甘いりんごができるそうです。また、高密植なので、木が大

きくならず、低木で、作業がしやすい特徴もあります。 


